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商
学
部
は
、
学
術
や
ス
ポ

ー
ツ
、
社
会
活
動
な
ど
で
優

れ
た
成
果
を
収
め
た
学
生
を

た
た
え
る
学
部
長
賞
を
２
０

０
３
年
に
創
設
。
１０
年
に
は

学
部
長
奨
励
賞
を
新
設
し
、

目
標
達
成
ま
で
�
も
う
ひ
と

頑
張
り
	
の
学
生
や
、
学
部

長
賞
の
選
考
水
準
に
あ
と
一

歩
の
学
生
に
も
エ
ー
ル
を
送

っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
の
受
賞
者

は
学
部
長
賞
１４
人
１
団
体
、

同
奨
励
賞
１３
人
２
団
体
。
表

彰
式
（
２
月
３
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
）
で
は
、
佐
々
木

重
人
学
部
長
を
は
じ
め
と
す

る
教
員
か
ら
「
皆
さ
ん
は
１

学
年
約
６
６
０
人
の
模
範
。

こ
れ
を
第
一
歩
に
さ
ら
な
る

成
長
を
」と
激
励
を
受
け
た
。

◇

「
初
め
は
国
税
専
門
官
に

興
味
が
あ
っ
た
。
１
年
次
の

夏
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
３
社
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
」

学
部
長
賞
を
受
け
た
山
賀

美
裕
さ
ん
（
会
計
学
科
４
）

は
、
学
内
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
賞
を
重
ね
て

き
た
。
会
計
士
講
座
で
簿
記

２
級
を
取
得
す
る
一
方
、
起

業
プ
ラ
ン
の
作
成
を
学
ぶ
授

業
を
受
け
、
３
年
次
か
ら
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
高

橋
義
仁
ゼ
ミ
へ
。
会
計
学
科

の
学
生
で
も
受
講
で
き
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
ゼ
ミ

は
複
数
あ
り
、
山
賀
さ
ん
は

経
営
戦
略
が
テ
ー
マ
の
同
ゼ

ミ
を
選
ん
だ
。
就
職
先
は
大

手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
で
「
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
を
企
画
し
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
の
両
立

に
力
を
入
れ
る
商
学
部
で
は

有
望
選
手
が
育
っ
て
い
る
。

学
部
長
賞
に
は
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
の
鈴
木
莉
奈
さ
ん
（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
４
）
、

高
橋
風
子
さ
ん
（
同
３
）
ら

体
育
会
所
属
の
１１
人
も
選
ば

れ
た
。

２
人
は
「
授
業
で
一
番
興

味
深
か
っ
た
の
は
Ｓ
Ｗ
Ｐ

（
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
」
と
話
す
。
心

理
学
や
身
体
の
構
造
、
栄
養

な
ど
を
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

向
け
の
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
履
修
す
る
と
日
本
体
育

協
会
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
資
格
取
得
に
必
要
な
科

目
の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
。

鈴
木
さ
ん
の
就
職
先
は
秋

田
市
役
所
。
自
身
が
育
っ
た

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
訪
ね
る

機
会
が
増
え
そ
う
で
「
Ｓ
Ｗ

Ｐ
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
役
に

立
つ
と
思
い
ま
す
」
。
主
将

と
し
て
部
を
引
っ
張
る
高
橋

さ
ん
は
「
今
す
ぐ
に
生
か
せ

る
こ
と
、
卒
業
後
に
価
値
を

持
つ
こ
と
の
両
方
を
学
べ

た
。
受
賞
を
励
み
に
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
で
専
大
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
た
い
」
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
た
。

２
０
１
５
年
度
に
創
立
５０

周
年
を
迎
え
る
商
学
部
は
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

教
員
が
高
校
に
出
向
き
出
張

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
高
校

生
に
専
門
的
知
識
を
高
め
る

こ
と
へ
の
興
味
・
知
的
好
奇

心
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

学
ぶ
意
義
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
各
高

校
で
好
評
だ
。

昨
年
１２
月
に
は
神
原
理
教

授
が
神
奈
川
県
厚
木
市
の
厚

木
商
業
高
校
で
「
商
品
開

発
」
に
つ
い
て
授
業
を
行

い
、
日
常
手
に
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
作
ら
れ
て
い
る
の

か
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し

て
紹
介
し
た
。
授
業
を
聞
い

た
高
校
生
３５
人
は
、
コ
ン
ビ

ニ
で
ヒ
ッ
ト
し
そ
う
な
ユ
ニ

ー
ク
な
商
品
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
考
え
た
。

参
加
し
た
矢
部
翔
希
さ
ん

（
商
業
科
２
年
）
は
「
神
原

先
生
の
問
い
に
思
い
つ
い
た

こ
と
を
書
い
て
い
っ
た
。
ぼ

く
た
ち
が
食
べ
た
い
と
思
う

商
品
を
考
え
て
い
く
の
は
楽

し
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

商
学
部
長
賞
表
彰
者

２
０
１
４
年
度
商
学
部
長

賞
・
奨
励
賞
表
彰
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内

は
学
年
。
※
は
本
紙
の
掲
載

号
。
奨
励
賞
は
代
表
者
の
み

掲
載
）。

◆
商
学
部
長
賞
◆

▽
大
坪
盛
也
（
３
）
※
５
３

２
号
▽
森
田
祐
介
（
４
）
※

５
３
２
号
▽
山
賀

美

裕

（
４
）
※
５
３
２
号
▽
鹿
住

倫
世
ゼ
ミ
※
下
記
参
照
▽
小

浦
和
也
（
４
）
※
５
３
０
号

▽
浦
谷
夏
未
（
４
）
※
５
２

８
号
▽
王
凱
（
４
）
※
５
３

１
号
▽
中
村
倫
也
（
２
）
※

５
３
１
号
▽
原
田
駿
（
３
）

※
５
３
１
号
▽
鈴
木
莉
奈

（
４
）
▽
高
橋
風
子
（
３
）

▽
笹
目
隆
太
郎
（
２
）
▽
佐

藤
貴
充
（
４
）
※
５
２
８
号

▽
荒
木
琢
磨
（
３
）
※
５
２

８
号
▽
田
添
健
汰
（
１
）
※

５
３
３
号

◆
商
学
部
長
奨
励
賞
◆

▽
鹿
住
倫
世
ゼ
ミ
（
望
月
蕗

花
・
３
）
※
５
３
３
号
▽
渡

辺
達
朗
ゼ
ミ
（
坂
本
実
咲
・

３
）
※
５
３
１
号
▽
長
谷
川

達
朗
（
４
）
▽
池
田
雅
俊

（
４
）
▽
沼
倉
昴
（
３
）
▽

伊
藤
尚
起
（
３
）
▽
浦
山
竜

弥
（
３
）▽
村
田
真
奈
美（
３
）

▽
神
戸
美
穂
（
３
）
▽
牧
野

成
譲
（
２
）
▽
高
木
亜
侑
実

（
４
）
▽
早
尾
武
三（
４
）▽

杉
山
新
吾（
４
）▽
依
田
穣
治

（
３
）▽
伊
藤
芳
憲
（
２
）

商
学
部
・
鹿
住
倫
世
ゼ
ミ

の
３
年
次
生
が
、
中
小
企
業

に
関
す
る
調
査
研
究
の
成
果

を
競
う
「
中
小
企
業
懸
賞
論

文
」
コ
ン
ク
ー
ル
（
商
工
総

合
研
究
所
主
催
）
の
金
融
部

門
で
応
募
１７
編
中
、
最
優
秀

の
本
賞
に
輝
い
た
。
「
中
小

企
業
振
興
政
策
と
地
域
金
融

の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
、
川
崎
商
工
会
議
所

や
金
融
機
関
、
民
間
企
業
を

訪
れ
取
材
。「
創
業
支
援
」に

着
目
し
論
文
を
ま
と
め
た
。

ゼ
ミ
生
は
代
表
の
山
中
瞬

さ
ん
、柳
原
愛
さ
ん
、市
村
尚

紀
さ
ん
、中
村
優
衣
さ
ん
、高

野
青
空
さ
ん
、
鍵
村
仁
以
奈

さ
ん
の
６
人
。「
川
崎
市
の
中

小
製
造
業
に
お
け
る
支
援
ギ

ャ
ッ
プ
が
引
き
起
こ
す
課
題

と
そ
の
解
決
策
」
と
副
題
が

付
け
ら
れ
た
論
文
は
、
融
資

を
す
る
側
、
受
け
る
側
の
ほ

か
、
サ
ポ
ー
ト
役
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
支
援
企
業
も
調
査
に
入

れ
た
多
角
的
な
内
容
だ
。

同
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
今

回
で
２８
回
目
。
企
業
や
経
済

団
体
に
勤
務
す
る
実
務
家
も

応
募
で
き
る
た
め
、
指
導
す

る
鹿
住
教
授
（
中
小
企
業
経

営
）
は
「
現
場
を
自
由
に
回

れ
る
の
が
学
生
の
強
み
。
足

で
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
分
析

に
深
み
が
出
る
」と
助
言
。山

中
さ
ん
ら
は
６
社
か
ら
話
を

聞
き
、
関
連
す
る
金
融
政
策

や
法
律
も
調
べ
る
な
ど
期
待

に
応
え
た
。

表
彰
式
に
は
、
山
中
さ
ん

が
出
席
。
主
催
者
か
ら
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
頼

ら
ず
自
前
で
調
査
し
、
新
し

い
課
題
に
取
り
組
ん
だ
」
と

評
価
を
受
け
た
。
山
中
さ
ん

は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果

た
し
地
道
に
取
り
組
ん
だ
成

果
。
賞
状
を
い
た
だ
き
、
や

っ
と
受
賞
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
み
せ
た
。

人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

「
２
０
１
４
年
度
代
表
論
文

報
告
」
が
１
月
２８
日
に
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
今

年
度
の
卒
業
論
文
の
中
で
優

秀
と
認
め
ら
れ
た
渡
邉
祥
吾

さ
ん
（
秋
吉
美
都
ゼ
ミ
）
、

本
間
智
裕
さ
ん
（
大
矢
根
淳

ゼ
ミ
）、
大
野
純
輝
さ
ん
（
樋

口
博
美
ゼ
ミ
）
の
４
年
次
生

３
人
が
要
旨
を
発
表
し
た
。

同
学
科
の
１３
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
指
導
す
る
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
優
秀
論
文
１
本
を
選

び
、
問
題
設
定
や
論
理
の
展

開
、
先
行
研
究
・
参
考
文
献

の
扱
い
な
ど
を
大
学
院
生
が

審
査
。
こ
れ
か
ら
論
文
を
書

く
後
輩
の
手
本
と
な
る
代
表

論
文
３
本
を
示
し
た
。

代
表
に
選
ば
れ
た
論
文
は

▽
渡
辺
さ
ん
「
崩
壊
す
る
名

づ
け
―
『
き
ら
き
ら
ネ
ー

ム
』
に
顕
在
化
す
る
階
層
の

再
生
産
―
」
（
講
評
・
小
森

田
龍
生
さ
ん
∥
博
後
期
）
▽

本
間
さ
ん
「
生
活
防
災
及
び

地
区
防
災
計
画
制
度
か
ら
考

察
す
る
『
識
災
』
豊
か
な
実

践
共
同
体
と
そ
こ
で
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
～
岩
手

県
陸
前
高
田
市
米
崎
地
区
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

し
て
～
」
（
同
・
大
木
貴
統

さ
ん
∥
修
１
）
▽
大
野
さ
ん

「
人
々
の
『
農
地
』
に
対
す

る
愛
着
の
根
源
を
探
る
―
京

都
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴

う
水
田
買
収
を
例
に
あ
げ

て
」
（
同
・
田
仲
聡
さ
ん
∥

博
後
期
）

子
ど
も
に
読
み
に
く
い
名

前
を
付
け
る
風
潮
を
取
り
上

げ
た
渡
邉
さ
ん
は
「
名
前
に

対
す
る
好
み
は
主
観
的
で
、

価
値
観
を
分
析
す
る
テ
ー
マ

は
難
し
い
と
実
感
し
た
」。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
足
を
運
び
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
活
動
や
試
み
を

追
っ
た
本
間
さ
ん
は
「
現
場

に
行
く
こ
と
で
知
見
が
広
が

っ
た
」
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大
野
さ
ん
は
、
農
地
を
手

放
す
こ
と
に
な
っ
た
祖
父
や

伯
父
の
心
情
を
聞
き
取
り
、

金
銭
や
代
替
地
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
思
い
を
掘
り
下

げ
「
元
地
権
者
が
胸
を
張
れ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

聞
き
入
っ
た
約
２
０
０
人

の
中
に
は
１
～
３
年
次
生
も

多
く
、
永
野
由
紀
子
教
授
は

「
社
会
学
は
学
生
の
数
だ
け

テ
ー
マ
が
あ
る
。
今
日
の
発

表
を
参
考
に
自
分
ら
し
い
論

文
を
仕
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

励
ま
し
た
。

１４
年
度
優
秀

論
文
発
表
会

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
の
「
２
０
１
４
年
度

優
秀
論
文
発
表
会
」
が
３
月

１４
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
原
田
博
夫
経

済
学
研
究
科
長
を
は
じ
め
教

員
、
院
生
ら
が
聴
講
す
る
な

か
、
優
秀
論
文
に
選
ば
れ
た

６
人
の
う
ち
、
４
人
が
研
究

の
成
果
を
報
告
し
た
。

◆
発
表
者
（
カ
ッ
コ
内
は
専

修
科
目
・
指
導
教
授
）

▽
高
橋
和
也
さ
ん
（
租
税
政

策
・
星
野
泉
）
▽
小
糸
輝
さ

ん
（
財
政
学
・
町
田
俊
彦
）

▽
鈴
木
貴
代
さ
ん
（
財
政
学

・
中
野
英
夫
）
▽
吉
田
雅
彦

さ
ん（
経
済
政
策
・
遠
山
浩
）

※
小
林
明
史
さ
ん
（
租
税
政

策
・
原
田
博
夫
）
、
斉
藤
達

哉
さ
ん
（
国
際
経
済
論
・
狐

崎
知
己
）
は
都
合
に
よ
り
欠

席
。

◀

鹿
住
教
授
（
中
央
）
と
ゼ
ミ
生
た
ち

商
学
部
創
立
５０
周
年
記
念
事
業

金融部門で最優秀

「
高
校
出
張
授
業
」好
評

中小企業懸賞論文コンクール

▲

ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ

た
背
景
を
説
明
す
る
神

原
教
授

商学部
鹿住ゼミ

４

◀

渡
邉
さ
ん

◀

本
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